
学校現場での新型コロナウイルス感染症対策
～いま、そしてこれからの対策のために～
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お伝えしたいこと

•ワクチン接種はできるだけお早めに

•ワクチン接種の翌日と翌々日は休みがとれるように

•感染対策の見直しを

特に、話すとこ、食べるとこ、集まるとこを

•差別偏見、分断、怒りなど負のエネルギーに

我々は立ち向かうのか

コロナ時代を乗り越えた後に、連帯、助け合いを尊ぶように



「わたしもうちました」



https://plaza.umin.ac.jp/
~COVID19/index.html
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新型コロナウイルス感染症の予防接種について
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・20-69歳
・2021年7月調査 5



年代群別の接種に関する意向

N
１度以上接種した
／できるだけ早 く
接種したい

もう少し様子を
見たい

あまり接種したいとは
思わない／接種したく

ない
答えたくない

2つの合計
（様子みたい、
したくない）

全体 3,129 57.4 23.8 17.0 1.9 40.8

男性 20-29歳 307 45.9 27.0 23.1 3.9 50.1

30-39歳 301 49.9 26.2 19.3 4.7 45.5

40-49歳 312 60.3 23.4 15.7 0.6 39.1
50-59歳 311 65.6 18.0 15.1 1.3 33.1
60-69歳 320 84.4 8.8 6.3 0.6 15.1

女性 20-29歳 315 39.7 38.7 20.0 1.6 58.7

30-39歳 310 40.0 39.0 18.7 2.3 57.7

40-49歳 318 49.7 26.7 22.3 1.3 49
50-59歳 319 62.7 17.2 18.2 1.9 35.4
60-69歳 316 74.0 13.9 11.4 0.6 25.3

• 「もう少し様子をみたい」が多いのは20-39歳女性
• 優先度が高いのは40-69歳の様子を見ている方々か
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・首都圏一般市民 3129名
・20-69歳
・2021年7月調査



安全性に不安が特に40歳代に多い
[Q13(3)] あなたは、新型コロナウイルス感染症の予防接種の
効果を信頼していますか

[Q13(4)] あなたは、新型コロナウイルス感染症の予防接種の
安全性について信頼していますか

N そう思う ややそう思う あまりそう思
わない そう思わない N そう思う ややそう思う あまりそう思

わない そう思わない

全体 3129 14.3 55.7 23.4 6.6 3129 9.2 48.7 31.8 10.3

男性20-29歳 307 10.4 52.8 26.7 10.1 307 9.1 45.6 32.9 12.4

30-39歳 301 8.0 53.8 29.2 9.0 301 6.6 44.2 36.5 12.6

40-49歳 312 13.5 58.3 24.4 3.8 312 9.6 48.4 34.6 7.4
50-59歳 311 17.0 54.7 21.2 7.1 311 10.9 53.1 25.7 10.3

60-69歳 320 25.9 57.5 12.2 4.4 320 19.4 59.7 16.6 4.4

女性20-29歳 315 11.7 48.9 33.3 6.0 315 7.0 39.4 42.5 11.1

30-39歳 310 10.0 51.9 30.6 7.4 310 4.8 39.4 44.8 11.0

40-49歳 318 9.7 58.2 23.9 8.2 318 3.1 46.2 36.5 14.2
50-59歳 319 13.2 61.8 19.7 5.3 319 9.1 52.4 27.3 11.3

60-69歳 316 23.4 58.5 13.0 5.1 316 12.3 58.2 21.2 8.27



接種したくない理由
・男性は「重症にならないと思う（若年）」「効果を信じていない」から
・女性は年齢群による差はなく、「副反応が心配」が全体的に高い

予防接種後に、
何らかの副反応
が心配だから

新型コロナウイルス感染
症の予防接種の効果を
信じていないから

自分は新型コロナウ
イルス感染症に感染
しないと思うから

自分は新型コロナウイル
ス感染症に感染しても重
症にならないと思うから

注射が嫌
いだから その他

全体 71.3 7.0 3.0 3.1 6.3 9.2

男性 20-29歳 62.3 4.5 5.2 7.8 13.0 7.1

30-39歳 65.7 11.7 2.9 6.6 5.8 7.3

40-49歳 72.1 9.8 5.7 1.6 6.6 4.1

50-59歳 64.1 10.7 2.9 5.8 5.8 10.7

60-69歳 47.9 16.7 6.3 0.0 6.3 22.9

女性 20-29歳 76.8 3.2 1.6 1.1 8.1 9.2

30-39歳 77.1 3.9 2.8 3.4 3.9 8.9

40-49歳 77.6 4.5 2.6 1.9 5.1 8.3

50-59歳 77.0 7.1 0.9 0.0 3.5 11.5

60-69歳 73.8 10.0 0.0 0.0 2.5 13.88



2回目はそれなりにつらい



1回目はそれなりにだるい



かといって、副反応が無くても大丈夫



通称「モデルナアーム」
遅発性アレルギー反応



インフルエンザがいずれ戻ってくる？



※実例をもとに制作しています

【ポイント】
体調が悪い時は出勤を控えましょう



教 員

生 徒

家 族 家 族





地域で感染が広がるイメージ
見えやすいクラスター
●重症化する人が多い
●家庭や身近なつながりで追跡が可能
●地域での感染の広がりとしては行き止まり

見えにくいクラスター
●20〜50代など比較的軽症 ●様々な交流の場面
●人々の匿名性 ●多くの繁華街

●多様なコミュニティ（つながり）の存在（外国人、集団
生活、趣味など）

高齢者施設・医療施設

学校・幼稚園など

家庭

家庭職場

会食・会話
歌唱などの交流

未
感
染

感
染
者

無症状
病原体
保有者

コミュニティ

コミュニティ

コミュニティ



こんな経過がコロナです 1

40代
パート職員

4月2日 鼻閉、咽頭痛(5日まで継
続)
4月5日 咳(以降継続)、胃が重い、
食欲不振
4月6日 全身倦怠感(以降継続)、
濃厚接触者として検体採取

4月7日 喉の渇き、新型コロナウ
イルス検査陽性が判明
4月8日 入院

60代
介護事業所職員

4月3日 発熱、鼻汁・鼻閉、
咽頭痛、全身倦怠感

4月5日 咳(以降継続)

4月7日 医療機関受診、検体
採取、新型コロナウイルス検査
陽性が 判明、入院



30代 会社員
3月29日 発熱(以降継続)、咳、
鼻汁・鼻閉、咽頭痛、頭痛、
全身倦怠感関節筋肉痛、味覚・
臭覚 障害

4月2日 腹痛、食欲低下
4月5日 関節筋肉痛(以降継
続)、医療機関受診、検体採取

4月6日 新型コロナウイルス
検査陽性が判明

30代 会社役員
4月3日 発熱、全身倦怠感、
皮膚の違和感(いずれも以降継
続)

4月5日 咳、頭痛(いずれも以
降継続)
医療機関受診、検体採取、新型
コロナウイルス検査陽性が判明

4月6日 入院

こんな経過がコロナです 2
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新型コロナに関する成果物
掲載
https://plaza.umin.ac.jp/~COVID19/i
ndex.html

https://plaza.umin.ac.jp/%7ECOVID19/index.html
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感染拡大するリスクの高い場所
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３密から「5つの場面へ」

話すところ、食べるところ、集まるところを特定して対策を
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※実例をもとに制作しています

【ポイント】
感染対策があったとしても

三密の場所には近づかないように
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クラスター事例 「飲食店」での飛沫、マイクロ飛沫感染



特に、
・話すところ
・食べるところ
・集まるところ



https://www.kantei.g
o.jp/jp/content/0000
62771.pdf



新型コロナ対策での
二酸化炭素モニターの使い方

１．密な場面では換気の目安のために設置する
（人の多いところに）

２．二酸化炭素が高くなる場所を特定する

３．過度な換気で寒くなりすぎないように換気の目安
を決める

４．目安は1,500ppm以下としてよいと考える



学校（教員）で感染者の報告があったら

1．「報告してくれてありがとう。しっかり休んでください。

なおったら学校に戻れるようにこちらも支援します。」と回答

2．「もしこのままお話できるなら、秘密は守るので、症状がいつでた

か、そしてだれと会議や会食したか教えていただけますか？」

3. 症状の有無は、丁寧に、喉の違和感、軽い咳なども含めていつから か確認

4. そうした症状があった場合、または症状の始まる2日前に会食や会議があっ
たかを確認。

5. そのうえで、同席者に感染したことを伝えていいか確認を

→かなり機微なことが多く、コロナだからといって医療職以外が

ここまで対応ができるのかは課題。



感染者の報告があった場合に留意したい点

1．最初の報告があった人が必ずしも職場で最初の
感染者とは限らない。周囲に数日前からの体調不良者
がいないかの確認は必要。

2．「濃厚接触者」を学校として「認定する」ことは
様々な影響がある。「要管理者」ぐらいか。

3．迅速抗原検査の使い方に慣れていくか

（まずは教員から）



おわりに

•ワクチン接種はできるだけお早めに

•ワクチン接種の翌日と翌々日は休みがとれるように

•感染対策の見直しを

特に、話すとこ、食べるとこ、集まるとこを

•差別偏見、分断、怒りなど負のエネルギーに

我々は立ち向かうのか

コロナ時代を乗り越えた後に、連帯、助け合いを尊ぶように



参考
• 「高校生は要注意」 夏休み明けの学校、これまでとは違うレベルの警戒を

https://www.buzzfeed.com/jp/naokoiwanaga/covid-19-wada-26

• 職場で感染者が出た。保健所には頼れない。 そんな時、どうする？

https://www.buzzfeed.com/jp/naokoiwanaga/covid-19-wada-27

• 間もなく新学期 夏休みは延長しなくていいの？ 検査はどう利用すべき？
公衆衛生の専門家が考える学校のコロナ対策

https://www.buzzfeed.com/jp/naokoiwanaga/covid-19-wada-28

• 「新型コロナ 子どもを感染から守る」（視点・論点）

https://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/400/453625.html
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